
数学 NO.３３
〈解答〉

1　⑴　 a＝ 23 　　⑵　y＝ １5 x2　　⑶　y＝１₈　　⑷　x＝± 2√₆

2　⑴　 ₀≦y≦2₇　　⑵　－5₀≦y≦ ₀　　⑶　１2　　⑷　 2

　　⑸　 t＝－１₉　　⑹　a＝ １2
3　⑴　 a＝ １，b＝ 2（両解）　　⑵　 ₆　　⑶　（ １， 52 ）　　⑷　y＝ 52 x

配点　各 2点　2₈点満点

〈解説〉
1　⑴ 　y＝ax2 に x＝－ 3，y＝ ₆ を代入すると， ₆ ＝a×（－ 3）2となる。これを解くと

a＝ 2
3 となる。

　　⑵ 　y＝ax2 に x＝ 5，y＝ 5を代入すると，5 ＝a×52となる。これを解くと a＝ １5 と

なるので求める式はy＝ １5 x2 である。

　　⑶ 　y＝ax2 にx＝ 2，y＝ ₈ を代入すると， ₈ ＝a×22となる。これを解くとa＝ 2 と
なり，式は y＝ 2 x2となるので x＝－ 3を代入すると，y＝１₈となる。

　　⑷ 　y＝ax2 にx＝ ₆，y＝１₈を代入すると，１₈＝a×₆2となる。これを解くとa＝ １2 と

なり，式は y＝ １
2 x2 となるので y＝１2を代入すると，１2＝ １

2 x2 となる。この二次

方程式を解くと，x＝± 2√₆となる。

2　⑴�　比例定数が正の数なので，x＝ ₀のときyの値は最小値 ₀をとり，x＝－ 3のとき
最大値2₇をとる。

　　⑵ 　比例定数が負の数なので，x＝ ₀のときyの値は最大値 ₀をとり，x＝－ 5のとき
最小値－5₀をとる。

　　⑶　x＝2のとき y＝₈，x＝4のとき y＝32となるので変化の割合は 32－ ₈4 － 2 ＝１2となる。

　　　（別解） 　y＝ax2 において x が m から n まで増加するときの変化の割合は a（ m＋n ）
で求められる。

　　　　　　この場合，変化の割合＝ 2×（ 2＋ 4）＝１2と求められる。



　　⑷ 　x＝ １ のときy＝ １
3 ，x＝ 5 のときy＝ 253 となるので変化の割合は

25
3
－
１
3

5 － １ ＝ 2 と

なる。

　　　（別解）　変化の割合＝ １3 ×（ １＋ 5）＝ 2

　　⑸ 　y＝ax2 において x が m から n まで増加するときの変化の割合は a（ m＋n）で求め
られるので，

　　　33＝－ 3×｛ 4＋（ 4＋ t ）｝とおける。これを解くと，t＝－１₉となる。
　　⑹ 　y＝ 2 x＋ １の変化の割合は 2なので， 2 ＝a×（ １＋ 3）とおける。これを解くと

a＝ １2 となる。

3　⑴ 　y＝ １4 x2 にＡ（－ 2，a ）を代入すると，a＝ １
4 ×（－ 2）

2，これを解くと a＝ １と

なる。

　　　 　y＝ １
2 x＋bにＢ（ 4， 4）を代入すると， 4 ＝ １2 × 4 ＋b，これを解くと b＝ 2

となる。

　　⑵ 　⑴より直線ＡＢの式は y＝ １2 x＋ 2なので，切片をＤ（ ₀，2）とおく。△ＯＡＢ＝

△ＯＡＤ＋△ＯＢＤより，△ＯＡＢ＝ １
2 × 2 × 2 ＋

１
2 × 2 × 4 ＝ ₆ となる

　　⑶　公式： 2点（ a ，b ），（ c ，d ）の中点は（ ） a＋ c
2

 b＋ d
2，

　　　 Ａ（－ 2，１），Ｂ（ 4，4）より求める中点Mは（ ）－ 2＋ 4
2

１ ＋ 4
2， ＝（ １， 52 ）と

なる。

　　⑷ 　原点Ｏを通り，△ＯＡＢの面積を 2等分する直線は原点Ｏと線分ＡＢの中点Ｍを通

る直線となる。⑶より線分ＡＢの中点Mの座標は（ １， 52 ）なので y＝ax に代入す

ると， 52 ＝a× １，これを解くと a＝ 5
2 となる。よって求める直線の式は y＝ 52 x 

となる。

5－ １


